
1 

 

女池上山スワンの家 

令和 6年度 第 2回 運営推進会議議事要旨 

 

日 時 令和 7年 3月 26日 水曜日 午後 3時～午後3時 40分 

場 所 女池上山スワンの家 地域交流室 

参 加 者 

住民代表 女池西自治会 会長 上之山様 

入居者家族代表 小濱様 

新潟市地域包括支援センター鳥屋野・上山 中村様 

グループホーム赤とんぼ グループホーム長 伊藤様 

スワン・パートナーズ株式会社 代表取締役 藤島（欠席） 

女池上山スワンの家 所長 水島（司会） 

          計画作成担当 和田 

 

参加者自己紹介 

 

議事 

１．事業活動報告 

①入居者の状況（令和 7年 1月 27日現在） 

要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

１名 ６名 ５名 ５名 ０名 ０名 １７名 

男性 1名 女性 16名 平均要介護度 1.8 平均年齢 85.2 歳 

入院中 1名（慢性心不全の増悪のため内服調整） 

 

1 月に骨折のため入院されていた方は、リハビリを終え、ホームに戻られました。 

 

②事故・ヒッヤリハット発生の状況 

発生月 事故の内容 その後の対応 

２月 なし  

３月 ①誤薬（2名） 重複して服薬

介助してしまった 

 

 

 

②夜間ベッドサイドに膝立ち

の状態になっていた（ドスン

と音がして訪室した）。 

 

①かかりつけ薬局へ報告し、対応について指

示受け。 

配薬箱へ薬をセットする際の確認の徹底と、

服薬介助時に袋の日付・名前・服薬時間帯の

確認の徹底。 

②ベッド脇にごみが落ちており、それを拾お

うとした可能性あり。普段からごみはすぐに

片付ける。 
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③薬の落下 ③薬を手渡した後、飲み込むまで確認する

（度々同じ事故が起きているため再度徹底） 

発生月 ヒヤリハットの内容 その後の対応 

2 月 なし  

3 月 ①物音がして訪室すると、床

に寝ていた。きちんと枕を床

に置き、靴下と靴を履いてい

た。 

 

②職員が気づかない間に、ひ

とりで入浴していた。 

①ベッド脇センサーの電源が入っていなか

った。就寝介助時と 21時の巡視時にセンサ

ーの作動を確認する。 

 

 

②脱衣室の施錠の徹底。 

 

③活動の報告と予定 

（実施）別紙の写真つき報告書に沿って、日常生活や行事の様子を説明しました。 

主な行事としては、節分、ひなまつり、誕生日会など、日常生活として家事や散歩など。 

お弁当などのお取り寄せを楽しみました。 

今日は惣菜店へ昼食を買いに行ってきました。 

（予定）花見、外食など 

 

④職員研修 

高齢者虐待防止（身体拘束防止含む） 

 

２．身体拘束適正化委員会 

現在、身体拘束は行っておりません。 

 

３．苦情報告 

ありませんでした。 

 

４．面会や外出、外泊について 

現在制限はありません。 

 

５．その他 ご意見等 

（意見・感想・助言など） 

・自宅に高齢の親がいます。自分でできることは小さいことでも自分でしてもらうよう

にしています。自分なりの工夫をしているのを見守っています。 

・薬によるヒヤリは多くあります。流れを少し変えるだけでも防げることがあります。 

・（趣味活動の講師を探している件）地域の高齢者とマッチングできれば、その方が役
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割を持つことにもなり、良いのではないかと考えました。 

・自治会はサークル活動が活発です。ぜひ参加してください。 

・もうすぐ入居して 1年、良い表情で過ごせており感謝しています。必要なものがあれ

ば、どのようなものが良いか提案してください。できることはしたいと思っています。 

・その他ACPについても意見交換しました。 

 

次回開催日程は、5月頭に案内します。 


